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序文 

6人制車椅子ハンドボールの IHF競技規則は、基本的に室内ハンドボールの IHF競技規則に則るものであ

る。 

男女混合チームでの競技となるが、特別な競技規則は適用されない。しかし、選手たちの能力が異なるため、

下記の修正を行い、今後の IHF車椅子ハンドボール大会にて使用するものとする。 

 

第 1条 

1. 基本規則 

1.1 試合 

6人制車椅子ハンドボールの試合は、6人のプレーヤーから構成される 2チームで行い、各チームに

はゴールキーパーを 1名含む。各チームの目的は、得点を挙げること、及び相手チームの得点を阻

むことである。車椅子ハンドボールはフェアプレーの精神に基づいて行われ、身体に障害を持つプレ

ーヤーが対象である。 

 

1.2 チーム 

チームは最大 20名のプレーヤーで構成され、これに含まれるプレーヤーは最大 16名、少なくとも

12名を含むものとする。最低 3名の女性プレーヤーがチームに含まれるものとする。試合中は、最

低 1名の女性プレーヤーを含む、6名のプレーヤーがコート上にいなければならない。 

 



1.3 プレーヤー 

プレーヤーは、クラス分け評価中に、自身のクラスを確認しなければならない。役員は全て、プレーヤ

ーのクラスを認識しなければならない。詳細については「クラス分けマニュアル」を参照のこと。 

プレーヤーは 15歳以上とし、年齢が 15歳～18歳のプレーヤーは、大会前に親の承諾書を、書面

にて提出しなければならない。 

 

1.4 競技時間及びタイムアウト 

 

競技時間 

試合は、前後半各 20分間で行われる。ハーフタイムは 10分間とする。 

 

チームタイムアウト 

各チームは、正規の競技時間中の前半と後半に 1回ずつ、1分間のチームタイムアウトを取る権利

がある。ボールを保持しているチームのみが、チームタイムアウトを請求することができる。 

相手チームがボールを保持している際にチームタイムアウトを請求した場合、以下の罰則と判定が適

用される： 

a) ブザーを押してチームタイムアウトを請求したチーム役員に対し、退場から始まる段階的罰則

を適用する。 

b) ボールを保持しているチームに 7mスローが与えられる。 

相手チームがボールを保持しており、明らかな得点チャンスを得ている際にチームタイムアウトを請

求した場合、以下の罰則と判定が適用される： 

a) ブザーを押してチームタイムアウトを請求したチーム役員は失格（レッドカード）となる。 

b) ボールを保持しているチームに 7mスローが与えられる。 

 

注記： 

誰が誤ってチームタイムアウトを請求したのか、TO またはレフェリーが分からない場合、チーム責任者 

が上記に従って罰則を適用される。 

 

ボールの所持を失った直後にチームタイムアウトを請求し、それが意図的ではなかった場合、試合が

中断された時点でのコート上の状況に基づいた判定に従い、競技を再開する。 

 

1.5 ボール 

大会では、公式の IHFサイズに準拠する 2号球を使用する。 

 

1.6 コート 

コートの全面は、少なくとも長さ 48 44m、幅 28.5 25m とする。プレーイングコートは、長さ 40m、幅

20mの長方形で、2つのゴールエリアと 1つのプレーイングエリアで構成される。長い辺をサイドライ

ンと呼び、短い辺のうち 2本のゴールポストの間をゴールライン、ゴールの両外側をアウターゴールラ

インと呼ぶ。 

交代エリアは 4.5m とする。プレーイングコートの周囲には、ゴールラインの後方に幅 2m以上の安全



地帯を設けるものとする。また、サイドラインに沿って、交代エリア側には幅 4m、その反対側には幅

1mの安全地帯を設けるものとする。 

また、チーム役員用に、最大 4つの椅子を用意するものとする。 

 

図 1：プレーイングコート（単位: cm） 

 

 

図 2：交代ライン及び交代エリア 

 

 

1.7 ゴール 

ゴールの内寸は幅 3m×高さ 1.7m とする。ゴール内のキャッチネットは、車椅子に絡むのを避けるた

め、取り外す（またはゴールネットに固定する）ものとする。 



 

1.8 用具 

以下の用具は使用が認められない： 

・ ボールを扱うための粘着剤 

・ 金属製の部品を含む保護具 

・ 補装具 

・ 樹脂製や金属製の手指・手首用の装具 

 

以下のものは使用が認められる： 

・ 手袋 （柔らかく、サポートが入っていないものなど） 

・ パッド入りや柔らかい素材の保護具（金属を含まないもの） 

・ 指や腕用のテーピング 

・ 義肢及び適合器具、ただし IHF車椅子ハンドボールクラス分け規定に遵守し、他のプレーヤーを

傷つけない場合のみ 

 

備考： 

義肢の使用については、車椅子ハンドボールクラス分けチームの承認を得た場合のみ認められる。 

義肢は、パッド入りまたは柔らかい素材で覆われており、金属を含まない場合のみ許可される。 

義肢を使用して競技するプレーヤーは、車椅子ハンドボールクラス分けチームによる評価の際に、当

該義肢を使用しなければならない。 

 

なお、チームが使用する予定の全ての用具は、テクニカルミーティングの際に提示され、最終的な承

認を得なければならない。IHF保護具及び装具規定を適用するものとするが、（ゴールキーパーにな

るプレーヤーだけでなく）全てのプレーヤーは長ズボンの着用が可能で、また靴下は着用しなくてもよ

い。ただし、全てのプレーヤーが同形（全員短パンまたは全員長ズボン）かつ同色のパンツを着用す

るものとする。 

 

 

1.9  服装 

各チームは、濃淡 1色ずつ、2セットのユニフォームを用意するものとする。ユニフォームの前面には

縦 10cmの胸番号を付ける。 



プレーヤーに合わせてカスタマイズされた特別な保護具については、ユニフォームと同色でなくてもよ

い。 

各プレーヤーのクラスを識別するため、カラーコードを使用する。クラス分けの後、車椅子の背もたれ

部分に、カラーコード及びプレーヤーの数字が記載されたステッカーが貼付される。 

 

クラス 1＝緑 クラス 3＝青 

クラス 2＝黄 クラス 4＝赤 

 

1.10  ストラップ 

リフティング（座面から腰を浮かせること）や、足を動かしたり使ったりすることを防止するため、プレー

ヤーは上腿と下腿を車椅子にストラップで固定しなければならない。 

ボールのプレー中や防御中にコートプレーヤーがリフティングした場合、2分間退場となる。また、防

御中にゴールキーパーがリフティングした場合も 2分間退場となり、さらに相手チームに 7mスロー

が与えられる。 

 

第 2条 

 

2. 車椅子の仕様 

車椅子は、プレーヤー本人、チームメイト及び相手チームに対して危険がないように、安全かつ公正な仕

様でなければならない。車椅子の安全性や公正さに懸念がある場合、車椅子の試合での使用を禁止する

ことができる（IHF スーパーバイザーオフィシャルの判断による）。大会で使用される全ての車椅子は、事前

にオフィシャルにより確認されるものとする。確認された車椅子のみが大会中に使用可能となる。 

大会期間中の車椅子のメンテナンス等については、各チームの責任で行う。 

 

以下の仕様が適用される： 

・ 電子制御式の車椅子は認められない。 

・ 車椅子の前方（床面から約 11cmの高さ）に水平バーを取り付けること。しかし、プレーヤーを保

護するため、車椅子の前面から側面にかけてカバーする完全なウイングを使用することが必須で

ある。 

・ 車椅子に 1～2個の転倒防止装置を取り付けること。 

・ 最大高さ（床面からクッションまたは座面の最上部までの高さ）が 63cm を超えないものとする。 

・ 5～6つの車輪（後方に大きめの車輪 2つ、前方に 2つ、及び後方に安全性のための車輪が 1

つまたは 2つ）を取り付ける。駆動輪の最大直径は 71cm（28 インチ）とする。 

・ 各駆動輪に、1つずつハンドリムを付けることが義務付けられている。 

・ 両駆動輪は完全にカバーされる必要がある。カバーを使用する場合は、チームの全てのプレーヤ

ーが同じデザインのものを使用するものとする。 

・ カーボンファイバー製のスポークを使用している場合は、カバーは不要である。 

・ バックサポートの後方のバーはパッド（厚さ 15mm）で覆うものとする。 

・ 車椅子が機能しなくなったり、安全でなくなったりした場合、プレーヤーは修理のためにコートを離

れなければならない。 



 

 

第 3条 

3. 試合 

3.1 ボールの扱い方 

次の行為は許される： 

・ 手、腕、頭、胴体を使ってボールを投げること、キャッチすること、止めること、押すこと、あるいは

叩くこと。 

・ 最大 3秒間ボールを持つこと。 

・ 車椅子をこいで、ドリブルをすること。 

・ 最大 3秒間、車椅子をこいでいる間に、膝の上（間ではない）にボールを置くこと。 

・ 相手が反応するのに十分な時間と距離が確保され、危険がない状態で、（ボールを保持している

か否かに関わらず）腕や手を使って相手を観察しながらついていくこと。 

・ （プレーヤーが高速で移動していない状態で）腕、手、または車椅子を使って相手をブロックしたり

押し出したりすること。 

・ シュートの後、または押された後に、アドバンテージを作らない状態で、ゴールエリアに侵入したり

サイドラインを踏み超えたりすること。その場合、プレーヤーは可及的速やかにゴールエリアから

出なければならない。 

 

次の行為は許されない： 

・ ボールをコントロールした後、ボールが床、他のプレーヤー、またはゴールに触れる前に、再びボ

ールに触れること。しかしながら、プレーヤーがボールを「ファンブル」している際には 2度以上ボ

ールに触れてもよい。「ファンブル」とは、ボールをキャッチしたり止めたりしようとしたときに、コント

ロールし損なうことをいう。 

・ ボールを投げた後、他のプレーヤーやゴールポストにボールが触れる前に、（同一のプレーヤー

が）ドリブルすること。 

・ ゴールエリアの外で、車椅子を使ってボールを止めること。 

・ ボールをコントロールした状態で、ゴールエリアに（コートプレーヤーとして）侵入すること。 

・ ボールをコントロールした状態で、サイドラインを踏み超えること（車椅子はコート内になければな

らない）。 

 

備考： 

最大 3秒間、車椅子をこぐことができる。その間、ボールを膝の上に置くことは許される。膝の上



に置かれたボールは「コントロールされている」とみなす。従って、相手は膝の上からボールを奪う

ことはできない。 

ボールを受け取った後、プレーヤーはドリブルからアクションを開始しなければならない。 

「プッシング」とは、駆動輪を動かすことを指す。ハンドリムから手が離れた後は、3秒以内に次の

アクション（ドリブル、パス、シュート）を行わなければならない。この 3秒後に、再びハンドリムに

触れることは許されない。 

ボールを 3秒より長く保持することは許されない。 

ボールが車椅子に向けて投げられた場合、あるいは車椅子の下にボールが隠れたりした場合、

レフェリーはその意図及び各々の結果を判定しなければならない。 

ボールを拾うために、車椅子を使ったり触れたりすることは許される。 

ゴールキーパーに関する新ルールとして、30秒及びパッシブプレーが適用される。 

 

3.2 違反 

IHF室内ハンドボール競技規則に則って、違反を取り扱うものとする。 

・ 警告 

・ 2分間退場 

・ 失格 

・ チームペナルティ 

 

次の行為は許される： 

・ 他のプレーヤーの手からボールを取るために、開いた片手を使うこと。 

・ 相手の身体と接触し、そのまま相手の動きについていくために、曲げた腕を使うこと。 

・ 位置取りをめぐり、相手をブロックするために車椅子を使うこと。 

 

次の行為は許されない： 

・ 相手が手に持っているボールをひったくること、あるいは叩き落すこと。 

・ 腕、手、脚、または車椅子を使って相手をブロックすること。あるいは身体のあらゆる部分を使っ

て相手を押しのけたり、押し出したりすること。ここには、最初の位置取りや一連の攻防動作の中

で、肘を使った危険な行為も含む。 

・ 相手が自由にプレーを継続できるような状態であったとしても、相手（車椅子、身体またはユニフ

ォーム）を捕まえること。 

・ 相手に危険を及ぼすこと 

 

備考： 

車椅子を捕まえて相手をブロックする行為に対しては、段階的に罰則を適用する。 

正面での接触は認められるが、側面または背面からの接触に対しては、罰則が適用されなければな

らない。これら全ての違反に関しては、車椅子はプレーヤーの一部とみなされるため、偶発的でない

車椅子同士の接触は違反となる。7mスローやフリースローは、指定されたラインの後方から行われ

るものとする。 

 



罰則を適用する違反行為 

主に、あるいは明らかに相手の身体を狙った違反に対しては、罰則を適用しなければならない。これ

は、フリースローや 7mスローの判定だけでなく、退場や失格というように、少なくとも段階的に罰則が

付加されることを意味する。 

 

即座に 2分間退場を判定すべき違反行為 

特定の違反をしたプレーヤーは、前もって警告となっていなくても、即座に 2分間退場を判定する。 

これは特に、相手に対する危険性を軽視した違反行為に対して適用する。 

罰則を適用する違反行為の判定基準を踏まえ、このような違反の例として以下が挙げられる： 

・ 衝撃の大きい違反行為や、高速で動いている相手に対する違反。 

・ 相手を捕まえ続けること、あるいは引き倒すこと。 

・ 頭部や喉、首に対する違反。 

・ 胴体やボールを投げようとしている腕を激しく叩くこと。 

・ 相手が身体のコントロールを失う行為をしようとすること。 

・ 高速で、車椅子で相手にぶつかること。 

・ クラス分けによるチームの最大持ち点を超えること。 

 

備考： 

退場、失格の場合、退場または失格となったプレーヤーの持ち点分を、2分間、最大チーム持ち点か

ら減らすものとする。 

（怪我や罰則のため）出場できる女性プレーヤーがいない場合、そのチームはコート上のプレーヤー

の人数を 1人減らした状態で、残りの試合時間をプレーしなければならない。また、その場合、チーム

の最大持ち点は 13点となる。負傷したとアナウンスされ、人数及び持ち点減少の理由となったプレー

ヤーは、当該試合に再度出場することはできない。 

 

失格を適用する違反行為 

相手に対して危害を及ぼす行為をしたプレーヤーは失格となる。危害を及ぼすような行為とは、違反

が激しいときや、相手が違反を予期できず身体を守れないような状況での違反を意味する。 

試合中は、いかなる場合であっても、プレーヤーは、自分が有利になるために、車椅子から立ち上が

ってはならない（車椅子に固定するためのベルトの使用が義務付けられている）。固定用ベルトは、プ

レーヤーが転倒した後に、車椅子に戻るときのみ開放してよいものとする。 

プレーヤーまたはチーム役員に対する失格は、試合の残り時間全てにわたり適用される。詳細につ

いては、IHF室内ハンドボール競技規則を参照のこと。 

レフェリーは、国際ルールのジェスチャーを使用するものとする。 

 

 


